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こ
れ
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
於
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

V

の
勝
利
.は
’、■「

社
#-
の
或
る
一
宛
階
級 

ハ

の

舊

政

碰
■:
:
1
|
す
:1
,

1 -
く
、
_

1

^

歐
羅
巴
_

_

_
の
政
治
膨
_

ね
ば
な
ら
な
い
め
で
あ
るo

即
'ち

「

こ

の

ブ

ル

*
ア
ジ
ィ
の
勝
，

p
;

な
る
も
の
が
，、
當
時
に
妙
つ
.て
は
.、

一
.つ
の
新
し
き
社
#
紕
織
の 

f

利
で
あ
つ
た
の
.で
あ
る」

-2
:
へ
ぞ
し
て
そ
れ
は
、'
そ
の
臌
利
を
^

#
せ
.'レ
か
た
經
濟
_
地

盤

と

し

て

、
：

.勢
^
肿
商
業
の
掘
礎
と
手
工 

W

マ
；一一.

-

>ァ
ク
チ
ュ
ア
へ
0-
推

移
«
犯
に
ま
た
こ
の
後
者
0'
'
近
代
的
大
て
業
.へ
0'
ぼ

0
翦
礎
ト
が
#
立
さ
札
た
こ
と
を
持
つ
も
. 

^
で
：
‘
;0
た
0

l
れ
故
に
、
そ
れ
母
故
糊
5
,の
铜
民
讷
形
成
.で
.あ
る
:^
は
宏
ひ
乍
ら
、
' 斷
ぞ
れ
は
そ
れ
に
限
ら
れ
た
意
義
の
か
の
も
の 

:-
;
!
?は
也
く
、
^
羅
！J.

叱
炎
け
る
近
世
资
本
制
成
立
i

w
ふ
國
際
的
•
11
1
:揪
史
的
出
來
寧
の
標
微
.た
る
も
の
、で
あ
つ
た
の
.で
あ
る
。
た

 ̂

«
体
糊
潑
展Q

不
均f

性
.'

Q

故
.に
、
，.一
抵
的
に
ぞ
の
成
立
0
時
期
を
決
$1
£
し
得
ず
、
茲
に
於
い
で
右
.の
.如
く 

W
ゆ
る
國
民
的
形
成
の
課 

形
態
を
以
っ
て
こ
れ
に
當
て
权
ば
な
ら
/X
い
の
.で
あ
な
o
'從
ク
で
通
#

-
近
世
.「

資
本
主
義
時
代
が
，開
始
せ
を
れ
た
の
は
±;
ハ
|
紀
以

來
ぎ
；

X
%

で
あ
る」

と
规
究
さ
れ
、
ま
た
资
木
生
義
肋#-
の
發
展
.を
目
し
で
、1
十
六
世
紀
以
來
準
備
さ
れ
十
八
世
紀
に
至
っ
て
成
熟
へ 

:<
D
Er
歩
：̂
進
め
戈」

.と
概
故
さ
机
を
の
で
ぎ
る0
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:
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:
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执
て
\
斯
か
を
坐
沲
關
係
を
邀
雜
と
し
て'
そ
(0
基
#
の
.膝
史
的
段
階
に
照
應
じ
て
觀
念
形
態
が
決
定
さ
ル
、
後
者
，

'の
搽
.頭
も
發
展 

も
停
滞
も
、

：

ず
べ
て
坐
淹
關
係S

動
向
に
ょ
っ
て
規
定
ざ
れ
る
こ"と
は1
K

ふ
迄
も
^
い
？
資
本
由
義
社
會
が
經
濟
的
#
成
が
封
逮
主
義 

的
社
#
の
經
濟
的
構
成
か
ら
闘W
と
ら
れ
た
も
の
' 负
あ
る
と
等
レ
く
、.戴
本
虫
殺
的
乃
至
ブ
ル
ジ
.ョ
ァ
的
觀
念
形
態
も

 

> 封
建
的
觀
念 

形
態
に
.對
ヤ
る
彌
爭
に
お
っ
て
成
立
し
麻
宛
し
た
も
の
：で
あ
.る
：が
.、
し
■か
K

れ
も
ぎ
た
晋
々
，は
典
體
的
に.は
、
右
に
：揭
げ
た
ブ
'ル
ジ
ョ 

ァ
的
生
麼
關
係
が%:
っ
以
0
て
國
民
的
'形
.成
ト
遂
げ
た
と
こ
ろ
の
、
十
六
乃
至
十
八.世
紀
'の
、不'エ
デ
ル
ラ
ン
ト
、
英
宵
利
、
或
ば
佛
蘭 

西
に
於
い
て
、
同
匕
ぐ
こ
れ
を
求
め
拟
ば&
ら
な
い
で
あ
ら
ゲ
テ
 

'
.ぺ

'
:
:

:
素
ょ
りP

念
形
態
の
：上
に
於
け
る
近#
的
寄
敗
と
し
で
、#2
师
擧
示
t
ら
れ
る
も
の
は
V
十
.五
-ti
t
紀
の
伊
太
利
に
於
け
る
ル
、木
サ
ン 

ス
及
び
十
六
世
紀
獨
逸
に
於
け
る
崇
敎
改
革
で
あ
2>
-
0;
然
し
な
が
ら
こ
の.新
し
_い
觀
念
的
励
向
ゆ
、
こ
の
：時
の#
太
利
に
於
け
る
、
扨
て 

は
に
於
け
る
階
級
分
化
不
十
分
な
各
經
濟
的
耩
晚
の
：段
階
に
照
應
1>
ト
そ
し
'で
ま
た
そ
れ
に
ょ
っ'て
規
定
'せ
ら
れ
‘た
と
こ
ち
の
上 

部
猜
造
の
も
の
で
し
か
な
が
っ
た
。

故.に
こ
そ
、
こ
の
ル
ネ
ザ
ン.
.ス
«
び
に
宗
敎
改
き
ど
っ
て
、
#

#

の
精
神
的
獨
栽
は
破
毀 

を
れ
、
デ
ル
マ
ー

「

ァ
_

ば
、
そ
板
を
大
多
數
ば.直
接
时
.に
投
げ
^
て
^
カ
ロ
，テ
必
«

ト
新
敎
を
採
用
し
、
，他
方
、
，
ロ
ォT
A
の
間 

'，
に

は

、

_ァ
1

フ
ビ
ナ
人
が
6
繼
承
じ
、
^
し
て
新
^
に
.發
見
：さ
れ
だ
ギ
リ̂'
ャ
哲
學
虼
ん
つ‘て
培
は
れ
た
明
怏
な
る§ :
^ 1

思
«
が
益
.々
极 

I:
:
見
っ
.て
M、
+
AV
世
紀
の
唯
物
論
をi
-
®
u
た」

.
&
で
は
だ
づ
.た
：が
裏
、.

」

尙
謂
ゅ
1
ズ
.ル
ジ
^

的
思
想
の
#
熟
の
爲
め
忆
は
，.そ
^ . 

は
未
だ
十
金
'な
る
.地
盤
を
* ,
し
て
居
^
も
の
で
は
無
加
っ
た0
で
a
る
。
匆
？

i

丨
ル
ネ
サ
：ン
ス
と
袞
ひ
、
劣I

寧
と
定
ふ
、
そ
れ
が 

靡
歩
的
變
苹
で
あ
っ
た
こ
と̂
靴
し
^
は
何
等
疑
ひ
？:
:
策
れ
を
餘
地
が
な
い
？
：然
し
、
そ
れ
が
進
歩
的
で
あ
，

W
得
だ
の
は
.、
そ
の
.璁
實 

:
'

十
六
世
紀
ネ
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ル
ラ
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ヵ
ル
ル
v
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四'■八
'

'
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u
T
M
.
o
.
.
.

.的
恶
礎
扛
し(

て
>
.
:
農
减
，
歡
市
民
0
紙
：2
麻
_
と
：̂:
ん
_
»-
:
_

へ
(0
;
;
齋

象

.

_
れ
^

そ
れ
か
ら
發
生
し
、
ま
た
そ
れ
に
ょ
つ
て
規
定
せ
ら
れ
て
思
た
か
6>
"
で
.あ
つ
た
O
L;
か
^,
ま
た
•そ
の
他
.而
ぬ
跨
い
^

ぞ
.0,
#
級
^
^
3 

が
不
十
分
な
、
そ
し
て
幼
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
が
故
に
、
こ
れ
.策
進
炎
的
變
眾
も
、
そ̂
後
^
於
い
て
暫
ら
ぐ
沈
默
セ
夺
の
止
む
だ
き
：
 

に
至
ら
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。r
く
て
脊
々
，は
、
近
世
的
即
ち
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
觀
念
形
態
の
成
立
と
そ
の
成
霧

m
.

を
、
，
也
«>
1:

系 

の
そ
れ
と
等
し
く'
前
記
.の
諸
國
民
的
形
成
の
行
は
れ
た
段
階
に
、
こ
れ
を
求
め
か
の
で
紅
^
。

,■
■'.
 

:

癒

も

1
こ
せ
圆
民
讷
⑩
成
の
歷
史
的
時
ポK
結
び
つ
.け
ら
れ
た
僻
級
分
化
：は
、
と
れ
ま
た
周
知
の
如
ぐ
、
鍰

i

乾
を
勞
働
倏
件
が 

ら
分
離
せ
し
め
3
と
<:
-
ろ
の
行
程
、
：換.言
す
れ
％
、；

一.方
に
.は
社
#
的
生
'活
資
料
及
次
生
.蒙
亂
を
ば
資
本
に
轉
瓜
し
，

接
的
の
决
識#

_
■:
«
藝

働

贵

に

轉

化t
し
め
：る
ん
こ̂:
の
«:
:

_」

$:
;
、
く
そ.の
社
會
的.經
濟
的
泌
赢
と
す
る.
}即
ぢ
そ
(1
は
、
，

「

生
.
I
 

者
^

^
顧
機
關
かg>
:
^'
:
離
せ
レ
め
る
歷
来
的'行
程」

：
に
基
づ
く̂

ゆ
で
：あ
％
.從
つ
て
こ
、れ^1
-
ち
伙
戡
礎
时
紙
件
と
し
：て
规
觉
せ
ら

L 

ふ
：こ̂

觀
愈
形
態
は
、
謂
ゅ
る
資
木
0

_
源
的
_

の
：：段
階|€
.
-胁
應
せ
る
も
の
で.あ
り
、
：
そ
れ
は
本
源
的
蓄
積
の
時
代
の
特
質
を
反
央 

す
る
.も
.

I

で
^

_
れ
苽
.な』

な
か
っ
た.。
斷
る
ギ
で
も
な
く
、
、
本
源
咖
_
掛
か
る
.收
齋
行
程
は'
ブ
|
认
‘
.

(

卩
ら
の
祝
動
甿
お< ?
.
で 

漏
開
せ』

汍
方
が
の
：で
あ
る0
ぞ
し
て
こ
の
こ
と
ぼ
、
‘こ
の
歷
史
的
行
程|:
反
映
す
：石
觀
念
妝
態
( 0

,

勝
成
.ぬ
對
し
で<
蜂
じ
：,
会

常

す 

石
c

i

^

^

^
-^
^

t
fe
fe
ぃ
°
即
ち
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
觀
念
形
態
も
、
ゼ

.
4酿
立Q:

燦
め
に
は
、
ブ
ル
ジ
、
ョ
ア
-自
ら
-の
行
動
を
必
要
と 

し
^
の
で
私
る
。
ブ
ル
ジ
今
ア
意
識
の

「

發
肋
は
、
敎#
の
ま
た
は
俗
坭
の.思
索
家
(0
論
議
に
.ょ
0;
で
抑
し
進
め
ら_

^ :
の
で
.4:
な
く
、 

ま
た
封
铿
：
|

念̂

形

態
(7
>
自
生
的
解
體
：：の
結
见
取
じ
た
■と
：こ
を
の.も
0;
で
>̂
;
;な
於
っ
た
。''
:
も
れ
ぬ
^;
■
 

和
社
_
紙
呢
敎
咖
.思
紫
の 

卷
^
で
ほ
決
し
て
な
か<>
た
と
と
と
相
似
：て
殷
る
';
0
ま
さ
に
、
坐
產
關
係
の
變
革
に
於
：い

.て
'も
、
ま
た
思
想
の
成
長
に
於
.い
て
も
、

「

太 

¥
、

-:
«
動
か
り
丄
と;^
0
ね

..
^

な
い
必
で
あ
る

(

4
3
0
:
そ
U
て
.こ
0

こ
と
；は-
赴
m:
:
揭t

た
國
段
的'形
敗
の
磁
账
的_
衡Q

扣
.1-
C
於

；

：

■
i

i

l

l

i

a

い
七
.姻
如
に
看
取
ら
れ
み
の
で
ぁ'る
0-

，
筆
者
は
、
右.

y

述
べ
た
近li
t
資
本
法
義
善
代
の

g

始
せ
ら
.れ
た
諸
調.民
i

成
：の.ぅ
：ち
V
:
.
先
^'
子
i 

そ
し
て
こ:0
場
所
に
於
け
る
：そ
の
時
の
社
.看
_

.;

.
'
.
^
濟
的
權
锆
の
：：分
祈
士
關
聯
し
：て
>
.
觀

_に
她
る
こ
と
を
流L
て
：掘
る
。'
«
念
諸
形
態
の.屮
^
り
特
に
宗
敎
思
想
を
名
り
出
^
た

所

以

按

、
颜
に
一
，
言
せ
る
如
.イ
、
,:
■資
本
主
義
社 

會
收
先
行
せ
る
封
避
生̂
社
會
が
神
等
的
宗
敎
的
色
.彩
を
淑
つ
て
卿*
-;
<
色

，
ど

：
ら
：
机

：て

鬼

た

：
が

故

：
疾

.神
學
的
雄
#
^
宗
敎
的
抑
駆
と 

;±
り
め
.解
_
の
冲
，に
で
，そ.:
-
'封
建
的
迷
產
關
係
わ'»
體
.フ
：從
0
て
：濱
沐
制
的.生

，
旌

關

係

.
の

形

成

电

觀
念
形
態
必
發
股
を
見
出
む
'^
る
；こ
：;<
?
:
'に_

ず
石
？
ー«
じ
‘：て
：土
來
»
べ
_

:0
ー
た
^

こ
ろ
は
-
v
t 

.

の
：筆
者
.ぬ
企
雍
(0
.遂

行

の

上

.に

一

賞

す 

べ
き
、
，そ
ん
ヤ
そ
：の
具
體
的
分
析
の
艰
に
於
^

て

明

：か

：に
^
ら
^
,べ
^

?
原

理

：
で

ぁ

：る
と

；洞

時

に

籠

汔

る

も

め

^

4
徹
に
、'近

'1
»
:資
沐
注
義
_

_

?聞
漸
期
尤
礙
犮
憑
尔
敎
览
溯
の_

拟
、
.办
と
^
ネ
ェ
.デ
：ル
^

:

の
み
を
似
：

Q:

て
し
て
は.十
分
方
る
现
澥
に
到
達
七
谓
名
.孓
：め
汝̂

^
邵
ち
絮
吃
英
吉
利..の,
.及
：び.怫
蘭
西
の
そ
れ
等
の
究
：明
を
必
耍 

と
す
る
。.然
し
'こ
の
：三
：̂め
國
浪
的
形
成
の
興
！
|
的
解
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の
嫁
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は
勿
論
.の
セ
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<
?
:
、
■、そ
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ルラ
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梁
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1
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僅
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ゼ
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澈
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取
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；ふ
こ;'
>
が
出
谏
な>

^
獨
夕
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七
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に
於
け
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英
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蘭
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を
他
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ベ
ら
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讓
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つ
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結

ん

で

ょ

く

記

_

ら

办

る

■

翁

作

§

國

の

寶
 

り
、

I

は
ヴ
ァ
：レ
ぶ
工

'ン
：
ヌ

、
ハ

カ
4

 

i

せ
し
め
、
ニ
他
方
マ
了
■

地

方

當

S

癒

は

、
：：デ
ィ 

.ト
、

グ
ル
ト
レ
■ヒ
ト
の
諸
都
布
省
達
せ
し
'め
た
の
：5

つ
l

〕

o

:

こ
れ
^

^

!

|

さ
ざ
る
を
得
な
か
.-
0
た
。
'郎
_

8

濟
の
'特
_

麗
方
に

.
暴いてその姿を

_

しハ

; *
_

分
淮
行
：

2

て
_

慕

J

に
は
■

お

る

遼

他

r
靡

老

れ

售

銮

は

き

饕

f

農

華

手

i

i

働
力
4

給

し

た

零

窘

し
な
.が
ら
い
靡
土
デ
ル
。ラ
ン
ト
|

に
亙
0
て

農

奴

舊

の

^
^

力
つ

1

ナ
に
は

'

,

奴
带
的
土
地
關

_

可
成

.

り
の
襲
に
龙
い
§

布
し
‘

で
^

^

も
:'
ネ

ぅ

？

フ

:y
トq

農
对
を
支
#

f

の
は
、
そ

隹

本

兔

い

■

翁

走

關

係

|

つ
た
4

は

き

な
ら
な

い
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•中

世

以

來

の

，
ネ

エ

：
デ

.ル
ラ
ン
ト
の
工
業
の
最
大
特
徴
は
、
そ
れ'が
輸
出
エ
業
.で
あ
；
た
.こ
と
欠
あ
名
：\0
.即
ち
、
デ
ィ
ナ
；

V

の
銅
、
フ
ラ 

ン
ダ
ァ
ス
，及.び
ブ
ラ
バ
.
._.ン
：ト
の

れ
て
.居

た
:0

し
か
も
こ
0

國
が
阈
際
通
商
の
中
心
地
で
あ0
.た
：こ̂

は
、
そ
0

エ
.樂
：生
產
物
の
品
賓
の'優
也
さ
と
相
俟
つ
て
、;.そ
の
市
.

「

. 

場
.を

極

め

：て

廣
E
.な

，もQ

た
ら
し
め
、
斯
-<
て
工
業
生
產
に
從
事
す
る
者
の'數

を

絕

克
:̂
增
大
せ
丄
め
て
居̂

。
十
六
世
紀
；^
頭
以
來
. 

こ
.：の
a

.

の
經
濟
的
發
達
の
中
心
她
、
從0
.て
全
歐
羅
乜
商
業.の
中
'心
地
と
な
0
'た
も
の
'は
、'
周
知
.の
.食
;'
<

ブ
；ル
.
ッ
デ; -

に
.代

つ

.
た

アン： 

ト

ク

ァ

ブ

，ヤ

あ

.

：

つ
，：た

。

あ

：の

新

大

陸

の

廢

見

土

朿

印

度

，
へ
，
の

最
も
敏
速
.に
好
影
響
を
禀
け
た
の
は
：ネ
：エ
'デ
ル
：ラ
ン
ト
：で
あ
つ
た
が
：、
'
‘そ
0
時
に
當
.
'
^
^
^
^
^

.

.

.

.

.

. 

.

.. 

• 

• 

. 

. 

• 

- 

- 

.

.

、•

-

•

1

,

背
後
に
工
業
地
S
控
へ
柳
理
的
位
置
に
惠
ま
れ
都
市
の
自F1
3
な
空
氣
;$
:
參
分
忆
有
し
た
ア
シ
：
>
タ
ァ
ブ
で
^

僻
設
置
、
饼
太
利̂

銀
行
.の

開

設

、
英
士
ロ
利
；
マ

>
.チ
々
ン
ト
.
ア
ド
ヴ
メ
ン
チ
ュ
ァ
ラ
ァ
ス
の
貨
物
集
1

地
と
し
て
の
決51
!

、̂

牙
利
銅
市
，

場

，
の

ヴ

：
ノ

ネ

ッ

：
ィ
ァ
：
ょ

-
^
の
移
轉
、_葡
萄
牙
.谀

府

；の
«

洋

香

料

質

着

商
«

翁

社̂

諸
鋇
行
.の
金
融
澈
.引
が
營
ま
れ
る.ゃ
ぅ
：に.な
ぁ
等
、
：'こ
：(0
'都
市
は
そ
<0
巧

て
、
：葡
萄
牙
/:
'
.西
班
牙
ノ
.英
港
利
、.，南
獨
逸
等
勿
商
人
七
涞
往
せ
し
沁
、
泚1
|
居̂
位
オ
る
外
;«
®

茜
だ
太
な
る
割
合
を
古
め
た
の̂
あ
^
;?

;
^
' 

.
7 

r 

 ̂

. 

の
自
國
.に
茌
る
'商
人
と
0
間

：に
も
.事
潫
關
係
.を
結
ん
だ
。
;4
た
.：こ
わ
都
市
に
龙
い
て.淳
受
せ
ポ
れ
^
自
油 

的
精
神
に
充
:^
、
.
.：窟
：の
追
冰
に
熱
心
方
る
胃
險
者
を
傾
集
せ
1.
'
:3
6
た

,;
0
斯
':
'
<
こ̂
:^

仲

实

引Q
.

中
心
地
と
^

て
、
'M

に
は
金
融
の
.
^
心
地
:i

し
て
め
繁
榮
さ
.:
^

»
<n
.
'%
^

^
(d
^

^

<%
^

0
潜
越
さ
：の
:̂

鄉
讲
結
;a

と
. 

し
，て
-
,ア
-
ン
ト
ヮ
ァ
ブ
は
そ0

&

_
€>
諸

，地.，方

を

指

導

す

る

地

位

.を

占

取

し

，
、
ち
0
:近
世
盼
.
<||
-
:業
精
神
を
、
換
言
す
れ
ば
自
山
主
義
的

十
：六
：世
紀

)

2

デ

ル

：ラ
，
ン

>
:の
.ヵ
：.ル
^

*-
-
五(

一
* 

_ (

S

S

.

へ.



屮泳世
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ルラントのヵルシィ

>
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C

九
H

C

 

.
資本家：
^

神を濟及せしめたの

.

であつた

C

'

,

,

i

.

:

 

V

:

ハ

へ> 

H

め
1

ナ

ン

ト

ヮ

ァ

ブ

い

て

靈

フ

ジ.
I

K
及

事

ラ

：

x

;v
ト
ンI

都
市
は
致
命
的
危f

襲

泛

1

.

1
莕

'そ
.

t
馨

囊

I

I

聖

I

の
.で
.
.
•
.
書

■

し
ッ
I

;
遙

f

ル
と
'

ル

デ

篇

の
S

も
、
类

蜃

な

る
f

は
全
く
無
效I

'
の

都

蜜
1

_

|
養

I

か

裒

I

至
f

歎

.

I
 

太
^

く
衰
退

讀

雜

讀

s

^ l
れ
i

_

l

l

,

 

I三
？

ンl

_

,

f

 

_
さ
.れ
て

へ.1

に

ほ

f

l

l
 一
 

_

V
I分

G
一
' :

ん
盔
め
一
_

ネ
ネ
テ
'ル
-フ
.ツ
涵

灌

市

に

—

'-
€
潔

る

斯

業

の

_
組
織
.
> 舊
製
法
'を
禅
編
成
し
、
ま
た
從 

り
來
づ
達
謹
政
策
を
犠
f

 
■

ば
な
ら
_
 

の
I

を
、
傳

統

的

裏

に

.習

熟

し

そ

の

祖

界

の

f

か
た

.
'
%

」

;'
■

て
f

 業 

S

激
な
I

歩
を 

f

 

o こ

.
4

は

'
'そ
れ
ま
S

都
市
■

還

_

に
な
.令

■

せ
L
め

素

逼

^

し
か
も
こ
論

溢

董

灌

來
f

ル

ド

■

ゎ
み
遼

I

露

衾

<

資
本
■

麗

的

影

澤
.セ
祐
_

態
が
浪
は4
た
の
ヤ
|

。〔

象

:'
^
も

せ

ゃ

嘗

の

手

エ

業

的

形

態

？

の
セ
は

.ぞ

、
マ
.“
ュ 

，
フ
r
ク

チ

ュ

ナ

的

形

華

霖

名

.

い：

て
行
拉
.れ

莹

同

じ

讓

形

諫

上

の

.轉

化

を

經

魯

拟

f

ら
な
念
た
簿

F

.• /

.

め
に
：

，ネ
デ 

'ナ

ム

ん
.

严
ノ
オ
ル
等
に
於
け
义
顧
鑛̂

や
石
浪
属
が̂

名
^
^
た
フ
ラ
ン
ダ
ア
ス
に
於
吁
る
絨
喷

.製
造
が
あ
り
、.令
ゥ
デ
ナ
ァ
.ル
0
1;
ン
ネ
ル
工
業
が
.あ

る
:^
0
こ̂

等
も
サ
べ
ャ
資
本
に!#
屬
.せ
も
め
^

れ
ヤ
特
^

急
撤
に
廣
達
す
，る 

北
.速
っ
，於
產
業
部|
1で
あ
っ
灰

。
.
そ

れ

等

は
、
或
は
ギ
ル
>

的
朿
縛
か
ち
自
山
な
新
讓
ま
門
：で
龙
々
、

；

或
^

i
s:*
(o
呼
；

H

業
、•
家
內 

エ
崔
的
形
態̂

以
っ
'
て
し
：て
は
到
底
醬
む
こ'
^を
％

^
か
：っ
：た
;#

額
€

設
備
を
必
要
と̂

る
靡
業
部
們
で
-*
り
い
.す
，ベ
て
は
時

-ft
め
經 

濟
的
發
展
に
應
じ
た
新
組
織
の
下
に
於
け
る
企
業
で
あ
っ
た
。
然
し
乍
ら
、
資
本

(0
農
村
へ
の
侵
飩
は
ひ
と
り
農
村
工
業
に
於
い
て
顯 

姑
把
せ
盈

茗

許

り

：：で
せ
每
か
：：っ
た

0

著
被
資
木
は
'、：
そ
の
捌
け
ロ
を
農
業
そ
の.も
の
虼
見
^

然
見
拗
レ
允
デ.そ
.の
結
;̂

は
、
：
氍
^
 

土
地
喪
失
と
彼
等
の.浮
浪
者
.へ
の
、，
職
傭
勞
働
衆.へ
の
：轉
化
.で
#

る
:/
0

,か
く
て
维
に
规
定
し
龙
哔
澍
建
的
土
應
：關
係
.が

ら

め

^
^
,
が

也 

サ
る
こ
.と

に

：な

っ

た

わ
で
あ
る
。
し
か
も
ま
た
農
村
エ
«

の
勃
興
時
に
あ
って
は
、
セ

れ

等

の

，
農

民

i

、
、
都

布

エ

業

め

繁

锯

に

恶

く

沒
 

.落
せ
名
都
市
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ィ
と
共
に
、
農
村
エ
，業
勞
■

人
口
を
形
成
し
得
た
の
で
あ̂

た
が
、
や
妒
て
そ
の
猶
剩
と
な
る
に
隨
っ 

.て
、
^

れ
は
た
せ
資
本
の
好
餌
と_為
る
以
外
に
遞
路.は
念
か
.っ
^

§

ザ

':
,

、
他
ガ
、
こ
の
經
濟
革
命
期
に.於
け
る
都
市
人
口
は
、.資
本
家
的
諸
關
係
め
傢
鄭
に
ょ
つ
セ
如
何
母
る
影
舊
を
受
け
た
で
あ
ち

^

•

•

.

.
 

, 

.

.

.

.

.

.
 

一，
、
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: 

• 

■
■ 

■ 

■ 

■ 

•
•
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■ 

■ 
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.

.

. 

.

.

.
 

•

第
ー
に
、
：：都
市.に
於
け
る
特
嵇«

與
に
ょ
る
產
業
め
獨6

は
も
は
や
過
去」

9

時
代
の
;̂
;(
0
:で
.し
か
な
：か
0
.た
';
'
°
都
市
に
於
い
て'は
そ
：の 

人

ロ

，
の

給

養
.に
噙
.る
:#

の
.み
：が
、
即
ち
岡
屋” 

鍛
冶
屋
、
：
轆
轤
肺
、
：
指.

桶

遛

、

次

エ

、

靴

屋

;,
*

傷

具

卿

等

の

エ
 

E

が

、
命#

補

的

：
她

位
.に
あ
'夕

た
:?〕

U

而
し
て
ギ
ル
ド
を
艰
成
す
义_

等
;̂
澧
册
；，14業

.0
_

倒
|«
)

馨
功
.の

前

遞

そ
<0

殘

;#
サ

る

作

業 

領

域

、

籠

な

る

，
地

.方
的
市
場
の
保
特
に#

カ
し
、.
そ
の
身
分
的
秧
序
の.嚴
格
^

る
固
守
祀
只
管
努:̂
た

の

，
で

あ

.
そ
 

:
^
は
'\
^

づ
'
4め
地
.方
の
：ギ
ル
.ド
把
も
内
部
的
對.立
:̂
^

の
：深
化
^

;̂

招
來
せ
^

>̂

を
'#

為
か
っ
た
。
即
ち
、
：
一
^

そ
(p
b̂
'l
t

、：

そ
れ 

は
謂
蚀
泌
都
市
貴
族
杧
等
し
く1:
'
*̂
ル
汴
代
表
獨
を
獨
占̂

保
輝
の
蔭
に
利
益
を
挾
ひ
と
辱
も.

^

.

こ4

也
謂
は >

 

策 

C

勞働
者あ
り

、

f

 
.
と
仕
事
を
分
け
持
ち
そ
し
そ
待
爱
も
补
て
は
居
た
が
、
そ
の
生
活
狀
態
の
改
善
の
望
み
は
全
く
奪
は

十
六
世
紀
ネ
土 

デ
ル
一
フ
ン
ト
の

''
'
*
,
ル
^
,
ィ

>
、

3*
義 
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2
r
:
一
一
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十六

1
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H

デ
I
X

ト
Q
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ヴィン

^
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1

5

八)

 

れ
て
し
ま
タ
て
房
た
も
の
ノ
そ
し
て
こ
の
-
つ
の
も
の

の

間

に

於

け

石

對

立

で

あ

ー

る

.
::
“
，

v
.
,
y
,
.
:
.

こ
の
.
5方
忙
於
ぃ
て
,
,̂

く
の
岁
き
特
;1
に
包
ま
^
た
ギ
ル
ド
に
對
し
.て
：
、

」

：都

市

に

，
は

、

輸

出

，貿 

活

動

着

大

し

づI

る

新

產

業

が

あ.っ

た

。i

机

は
I

的

精

神

に

充I

謂

ゆ
f

興

爹

ジ

そ
'し
て
彼
：等

は

ブ

ル

ジ

>
;ア
梦
ィ
の
中
で
最
も
富
有
で
あ
り
盅
つ
最
も
勢
カ
あ
.る
も
の
ヾ
で
あ
っ
た
0
彼
等
は
大
商
人
で
あ
り
、
船
舶
所 

有
者
で
t

、
、
翁

業

者

で

あ

っ

た

。

彼

等

に

と

っ

て

は

、
，
そ

'
S

I
勢

力
I

じ
S

會

的

地

位

と’

f
 

法
權
ヵ
へ
、
の

參

加

と

が

必

要

で

あ

り

、

'、彼
等
は
こ
れ
を
要
求
す
る
の
で
あ
っ
た
，
從
？

彼
等
に
‘は
貴
族
や
ギ
ル
ド
親
方
の
有
ず
る
一 

切
の
政
治
釋
權
や
様
々
の
制
限
が
不
滿
で
あ
っ
た
の
で
|

。
|

ふ
.の
は
、

十

四

世

蓝

來

、
，
市

民

®
保
有
の
資
格.U

就
い
て
は 

何
等
«
更
を
划
へ
ら
れ
る
1

ろ
が
な
か
づ
た
か
ら
で
I

。
例
へ
ば
ガ
ン
；に
於
い
て
と
れ
を
見
れ
ば
、
そ
の
織
物
業
の
衰
退
あ
り
し 

に
も
拘
ら
ず
織
|£
ギ
ル
ド
は
市
會
に
；於
い
：て
舊
來
の
..絕
大
な
る
權
カ
を
保
持
し
.て
居
り
、
都
市
行
政
上
、各
ギ
ル
ド
の
由
む
る
地
位
は
、
 

彼
等
の
誉
の
そ
れ
に
ょ
っ
て
秤
量
さ
れ
て
居
り
、
或
一
る
產
業
部
門
が
衰
へ
’ょ
2

滎
へ
ょ
！

こ

れ
，を
代
表
ず
る
.ギ
ル
，
ド

は

、
嘗
て 

釋
せ
ら
れ
た
權
利
I

久
的
に
享
受
し
て
居
た
め
で
あ
0

1

,

こ
め
制
度
S

の
ま
、
に
、
し
か
も
I

周
圍
S

情
の
全
く 

i

し
た
こ
の
十
六
世
紀
に
於
い
て
、
そ
れ
は
全
く
貴
族
主
義
的
性
格
の
，も
の
と
な
り
變
っ
て
房
t
 

即 

ち

嘗

て

十

四

世

紀

：に
於
い
て
：平

民

f

力
に
ょ
'：っ
，.て
都
市
の
：全
人
ロ
に
廣
め
も
れ
た
市
民
權
は
,
い
ま
.や
そ
0
極めてニ部分に限

&

:

 

れ
る
に
至
り
、，：都
市
は
.佥
く
少
數
の
«
權
所
有
者
に
ょ
0
て
左
右
せ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
つ
を
。
:'
'

'

扭

.
て

ぐ

こ

の

I

る

■

ブ
ル
へ
ジ
“

'
ア

ジ

 ̂

^

の
.
.
手

に

養

ら

れ

て

'
. 

居

た

。

こ

：
の

後
者
に
：劉

し

：
て
.
は

：
、

都

市

當

局

も

國

家

も

I

様
に
.何
等
願
み
'る
とこ
ろ
な
く
、
彼
等
は
：全
く
そ
の
運
命
の命
ず
る
儘
に
織 

浪
さ
れ
.る
：や
う
放
置
せ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る.。
こ
，の
S

的
團
體
及
.び
市
.域
的
_
，

圈
外
忙
彥
た
.馨

Q

多
數
；は
、
强
制
せ
ら

れ
て
働
く
乞
食
で
あ
り
、
ま
た
農
村
か
ら
職
を
求
め
て
都
市
に
流
入
せ
る
者
で
あ
り
、
そ
れ
は
全
く
の
浮
動
的
人
口
V
J形
成
す
る
も
の 

で
あ
'っ

た

.?〕

？
斯
か
ゲ
市
民
權
を
與
へ
ら
れ
て
思
な
か
っ
た
郡
市
居
住
容
の
多
數
の
他
に
、
こ
の
.謂
ゆ
る
庶
民
に
屬
しT

介
の
勞
働
者 

と
化
し
た
も
の
と
し
て
は
、
沒
落
せ
る
市
拔
が
あ
つ
た
。
そ
し
て
こ
れ
^

の
趴
れ
に
於
い
て
も
烈
し%

經
濟
的
窮
迪
の
中
に
坐
を
營
ん 

だ
こ
と
は
共
通
し
て
焐
た
。
斯
く
の
如
く
に
、
、謂
ゆ
る
都
市
庶
民
は
極
め
て
雜
多
な
製
素
か
ら
成
っ
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
'こ
れ
を
概 

約
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
舊
時
の
封
建
的
ギ
ル
ド
社
#
の
没
落
分
子
と
、
萠
梁
し
始
め
.た
近
代
的
ブ
ル
' ジ
ョ
ア
社
會
に
於
け
る
、
未
だ 

發
達
す
る
に
至
ら
な
い
で
！漸
く
搽
頭
し
始
め
た
許
り
の
プ
ロ
レ
タ
リ
.ア
的——

前
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
I

要
素
と
の
結
合
せ
る
も
の 

で
あ
っ
た
と
一K:

ふ
こ
と
が
出
來
ょ
ぅ
C30)

。
彼
等
の
苻
在
こ
そ
、
封
建
的
ギ
ル
ド
的
社
會
の
解
體
の
生
け
る
微
候
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

彼
等
の
蒙
れ
る
經
.濟

的

^

乏

を

特

に

强

め

る

に
あ
づ
か
っ
て
カ
あ
0
た
も
の
は
、
十
六
世
紀
に
於
い
て
歐
羅
巴
全
體
を
襲
っ
た
價
格 

单
命
で
あ
つ
た
。
.ネ
エ
デ
ル
ラ
ン
ト
に
於
い
て
は
、
こ
の
世
紀
の
半
，ば
頃
か
ら
そ
の
歡
響
を
蒙
り
始
め
た
。
し
か
も
こ
の
結
艰
と
し
て 

の
賃
銀
の
引
上
げ
も
、
物
價
騰
貴
の
影
’響

のF

部
の
み
を
it
ふ
に
過
ぎ
.な
か
つ
た
.の
.で
あ
る
o
:い
ま
.一
四
六
七
年
乃
，至I

五
六
〇
平
の

ミ
ユ
ンス

タ
ア
管
爾
に
於
け
る
物
漬
指
數
と
賃
銀
指
數
と
を
次
に
示
さ
ぅ
。 

を
一
〇
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四
七

九 
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一
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九

ニ 
三 

一
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ニ

右
のt

r

最
後
の
織
エ
と
鋏
エ
と
の
賃
銀
の
み
が
個
數
貴
銀
で
あ
り
、
他
は
す
べ
て
時
間
賃
銀
で
あ
る
s

o 

斯
く
の
如
篇
價
と
賃
銀
と
の
間
に
於
け
る
h
騰
テ
么
ポ
の
相
違
は
、
彼
等
を
し
て
不
平
を
抱
か
し
め
る
に
十
分
で
あ
つ
た
。
そ

し
 

て
こQ

不
平
は屢

；
-

_

の
發
生
に
ま
.

I
い
た
の
'

|
つ
た
0
特
に
こ
れ
は
價
格
革
命
の
|

鑫
際
に
體
得
し
始
め
た
ー 

年
以
降
に
,

て
，

し

た

の

で

あ

る

。

然

し

乍

ら

前

述

の

■如
く
、
彼
等
は
あ
ら
ゆ
る
關
係
に
於
い
て
無
産
で
t

無
權
叫
で
ぁ
つ
た
。 

し
か
_

等
■

め
5

多
の
要
素
が
ら
構
成
さ
れ
：て
I

こ
と
は
'
少

く

と

も

そ

委 

共
间
利
密
の
8

S

也 

を
妨
计
、
一
ま
た
そ
の
相W

の
間
に
紐
織
を
結
成
す
る
こ
と
を
阻
止
し
た
。
從
つ
て
そ
れ
I

多
く
の
I

も

、

そ
の
I

に
於
い
て
は 

.
何
蓄

效

を

S

す
も
の
で
は
な
か
.つ
た
の
で
あ
る
。
妻

そ

れ

等

は

，

可
成
り
の
蒙

さ
を
伴
：つ
：た
の
で
t

が

、

い
づ
れ
I

 

め
て
短
時
日
■の
中
に
鎭
定
さ
れ
て
終
ふ
の
で
あ
つ
^,o. 

. 

J

ォ

以

上

の

他

に

雪

々

は

、

資

本

_

的

諸

關

係

Q

侵
入
に
ょ
る
支
麗
級
內
部
の
分
解
作
用
.の
一
分
f

し
て
、
費
族
の
解
f

擧 

げ
メ
ば
方
ら
グ
レ
先
つ 

一
^Es

R

の
貴
族
は
ぎ
し
い
'經
濟
條
啊
に
順
應
し
て
、
實
際
鹿
ま
れ
た
經
ぎ
的
地
位
を
利
用
し
、
行
鬼
關
系 

と
密
接
な
關
係
备
ん
だ
の
で
あ
つ
た
。
彼
等
は
、
ブ
ル
ジ
，
ア

的

な

蒙

と

ィ

デ

才

ロ

ギ

ィ

と

を

ん

だ

の

で
t

o

然
る
こ
也
の 

部
分
の
貴
族
.は
、
殆
ど
經
濟
に
從
靡
せ
ず
、
布

い

半

封

請

な

關
._
を
維
持
し
て
、
國

王

の

讓

や

氣

輕

赛

仕

へ

に

よ

つ

て

裕

福

に

な

ら

う

と

考

へ

、

收

入

の

：
滲

い

敎

會

，
の

職

務

に

就

レ

灰

0
で
あ
り
教
^
0
.
':'
'
'̂

 

.

:

斯
く
:0
如
.き
新
し
'い
階
級
關
係
こ
そ
、_十
六
-li
t

紀
の
謂
ゆ
る

經
濟
革
命
當
時
に
'於
ける
ネ

エ
デ
ル
ラ
ン
ト
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も 

.
の

で

：ぁ

づ

；
た

。

，
斯

く

：の

如

く

忆

中

册

傅

來

：
の

階

級

ぬ

地

位

：
は

變

革

;.
1.:/?
:
。

そ
：
:1
.
.て
'新

階

級

が

書

階

級

と

相

並

^

で
1
.
じ

た
0 ,
で

ぁつ 

た
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：
の
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：
と
:|
±

、
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潮
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；
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縻
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瀠
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；
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湛
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；
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忙̂

:
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仕
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菜
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踐
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.ィ
ン
ゼ

a

の
指
導
#
は

、
；經

濟

坐

活
$:
■
藝

化

レ

ょ

テ

ど

す̂宗
■故

の

要

求

を

放

棄

し

だ

の

：
で

ば

夾

レ

で

無

恥

つ

だ

ト

彼

等

' 

も
亦
、
坐
活
.を
逍
德
化
1,
;
ん
ぅ
と
關
.心
し
た
が
で
>̂
;
'
.つ
だ
'が
> 
そ
の
場
合
靴
叙
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。
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あ
る
に
せ
气
決
し
マ
入
を
白
-
^

に
も
し
な
い
し
義
-
な
ら
し
が
る
こ
と
も
此
來
な
^

何
故
と
い
し
文
の
義
も
自
ぉ
も
、

； 

ま

た

そ

の

反

對

の

嘉

ぶ

總

も

、、
之
等
は
何
れ
も
S

的
で
森
的
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
：
：
：
：
ネ
れ
ば
た
と
ひ
身
晴
か
哥
祭
者
や 

架
職
^

の
^

^

や
ぅ
に
神
勘
な
服
躲
を
箭
け
た
と
こ
ろ
で
、
靈
魂
.

に
取
つ
で
何
，の
断
け
に
も
な
ら
な
い
0

身
體
が
敎
#

や
期
所
に
在
つ
た
と
：し 

,

て

も

無

罢

あ

り

、
S

物
を
扱
？
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來
る
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の
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つ
て
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な
る
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ぃ
キ
リ̂

>
の
覩
か
；れ
先
神
の
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葉
の
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に
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黑

す

る
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な
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双
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。
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な
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。
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。
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葉
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。
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.
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.
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^
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^
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一
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:
,

ズ

ム：：

の

勢

カ

範

顏

規

定

さ

れ

I

は
；f

も

の

の

、：：

そ

の

ぎ

ル

ジ

了

ジ
'

ィ
0

全
，部

が
カ

ル

ヴ
ィ

一
一

ズ

ム

歸

依

者

で

あ

O '
た

と
い

ふ

の

で

な

い

こ

と

は

妙

論
.

で
あ
る
0

服
ち
.
上
^ -

フ

ル

ジ
T -

ジ
ィ

ひ

中

に

は

、

カ
ト
リ
：ッ
.ダ
：敎
徒
か
紙
然
む
乜
が
勸
货
_

% ;
.

免
^;
_
贫
あも

；，

紙
へ
皞
ロ：： ％

ン
：
の

如

ぎ

、
.
.そ
の
著
叙
故
旮
务
の
'ぬ

腐

ホ

る0'
表
：，た
新
興
商
業
隙
靡
.の
.中
ね』

、
々
表
}

丸
ん
ヴ
' 

乾£
3

で
が
如
の
如
く 

し
.で
：、'
:
'
览
際
は：

無
宗
敦
电
％
<?
;

^
も
0;
1
尠
ぐ
な
.か
0.
-
だ

^;
で
^
る
t

i

vi:
:

し
^

^
ご
の
乙
わ
.

V
.ハ
カ
ル
め
ィ一.ニ
ガ
ん

；
が

^

に
と 

つ
.で
齡
1 :
な
‘

の
：.で
■は
か
く
1>
や

、

却
o
-t
-
ち
れ
が
彼
等
の
相
在
を
强
.冷
る
.#:
肌
^
興
^;
る
^

^

:

^

^
つ
^

こ
.と
<0
'

%
證

ぜ
^.
げ

れ

ば 

な
.ら
&

冷

难

ち

商

人

拉

と

ク

で

：企

業

家

に

(

と
0
亡
；.か
瓜
«:
ィ
“風

ム
^

#

表̂
面
的
ぬ
也
ょ
信
黎
ぬ
を
ご
ど
ぬ
、
：|
等
に
科
益
を
澍 

す
も
の
で
釭
つ
た
&
と
を
示
あ
;̂
ゆ

と

异

ぬ

：
_
ぬ
な』

な
い
0
.ご
故
を
.驗
的
に
.一

K

へ
^

>

奴̂
_

_
於
_
つ
^,
彼
等
_
そ
§
支
配
下
に 

あ
る
勞
働
者 

手H

業
者
の
條
柔
ぞ
段
4

し
き
0'
で
2>
:
つ
务
？
ぞ
ル
象
に
對
尤
を
論
制
限
耠
か
_
恥』

が
か
ル
#

ィ
キ 

澈
判
者
ど
1>
て
と
れ
.を
龙
當
付
げ
、1
あ
尨
％. £

乘
,

さ
よ
り
坐
^;
.る
.そ
れ
等
の
間
に
於
け
る
不
難
も
，
じ
ガ
法
に
親
つ

て

抑

.|
1
-1>
'
'た

<0
; 

で
：れ
.
る

。
：
：
斯

く

0.
如

ぐ

>̂

^
グ

ぐ

シ̂
義
_:ゆ
斯
興
カ
：ル
ジ
ぞ
ア
灸

.

.と
れ
め
#

ふ
谷
に
'
:
:
&办
敦
義
が
商
.エ
業
地
尨
の
商
ん
ヤ
企
藥
4

の
_

に
衝
ま
.分
た
_

仅
原
_

卜
じ
^

”
膨
.氧

終
.
牙
カ
：> ;
:

リ
'

ッ
ク
王
か
政
策
烬
お
々
於
？
.

そ
れ
ば
_

に
や
す
リ
ダ
プ
”

m

に
於
い
：で
^

の
.
趣

ト

媒

办

た

干

ま

配

策

ザ

扣

が
0

ご
か
政
策

は
输
厨
西*
牙
支
，配
階
靡
外_
益
を
第
：一
”
と
'は
で
#

§
を
れ
た
も#
を
外
敦
^
怒
，
令
た0
.
こ
昨

著

^

い

も

^

で

あ

ク

た

^

七

し

て

こ

こ
に

蘇

成

ざ

抝

た

，
反

£

班)

牙
運
動
.は
、
ま
た
：反
：カ
ト
リ
ッ
ク
運.動
の
色
彩
を
帶
び
る
に
至
.つ
た
の 

か
あ
.
.る
；O
Vど
致
ふ
の
は
、
ア
ン

X

ヮ
ァ
ブ
か
繁
榮
吃
原
欧
ど
反
や
じ̂
—
市
ゆ
^
邮
が
ー
擧
造
^

で

顧

知

や

ダ

^

ハ
載
勝
相 

グ
ィ
'に
.と
づ
.
て
：
.
そ

の

#

在
の
確
立
の
爲
め
：1C
.靡
^
何

泰

も

张
^

^
ん
.
.モ.
.卟̂
：.グ
蚪
的
な
丝
氟
が
_

货
あ
つ̂

の
で
あ
.る
デ
そ
れ
故

;

十
六
# ;

齡
：ネ
€̂

ル
：
：
ラ

ゾ

ド

の

が

4

ダ
^
^
 ̂
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紀
ネH

デ
ル
ヲ
ブ
ト
の
ヵ
ル
デ
ィ
ン
主
義
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吧
私
>'
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、-l
i
Hra
v

に
•

亂
商
上
の
理
出
か
ら
し
て
、
’
乳
敎
徒
釓
問
の
行1
は
る
、
如
き
ゆ
全
く
反
對
で.あ
り
-
_、
.從
つ
.セ
異
端
轧
問
の
苛
曝
な
る
ヵ
ト
見
ッ
：
ク
'

‘

敎
に
反
對
す
る
..宗
敎
に
加
は
る
自
然
的
傾
向
が
、
彼
等
の
間
に
存
し
た
の
で
あ
つ
たO

0
O
.
.

こ
こ
’に
於
い
て
、
こ
.の
敎
義
攸：

彼
等
の
間
に 

勢
カ
を
占
.め
た
と
と
ば
當
然
と

13:
>
:
.は

ね

ば

：な

ら&

い
.で
.あ
：ら

ぅ0:
:
:
:
:
,
:
;

■然

し

乍
^:
、

こ

の

こ.と
や

「

ブ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ

A

0
偷
理
と
資
本
主
義
精
神
し
と
v>
,ふ
'
:マ：ク
ネ
•
ヴ
，s

f
の
：
制

期

的

勞

作

以 

來
有
名
と
な
ク
た
テH
マ
の
線
り
返
へ
し
で
あ
る
か
0
械
ぐ
替
へ
^
れ
て
，は
，抝
^
な
い
0
.とIlf

ふ
：
の
は
：、

筆

者

は

：、

ロ

バ

ア

ト

ス

ン

が 

ぞ

の

ほ

嚷

灌

■

々
で
論
證
せ
る
如
く
、
理

謹

象

て

ん

が

爲

難

め

H

バ
.ァ
.
■
類
 

と
、
：歷
史
的
琪
凍
の
發
腾
を
具
體
的
ぬ
^
明
す
5

般
經
濟
如
_

0:
:
硏
_
ど
.气

_

を
有
す
る
も
0
で
は
な
い
か
ら
，で

あ

令

.如
何
：：に
も
ヴ
^

ハ
ア
ば
問
題
撕
趣
者
と
^
て
.、
^

_
數
績
め
輝
が
1>
^
さ
を
肌
ぇ
て
居
る
0
.
:そ 

,
.
 

し
て
ま
た
新
敎
の
經
濟
儉
现
.がi

ゅ
る
資
本
主
鋳
糈
神
に
歉
變
を
及
め
3

だ

こ&;
!

_

■

か

で

あ

衣

。

1'
然

し

ゼ

忪

妁
こ

の

精
神
を
胗
此
じ

.
た
も
の
で
あ
名
<?
:
:は
沄
へ
な
ぃ
で
あ
ら.ゲ
0?
:寧
，：0
资
本
_

び
階
歡
げ
.蕾
卵
，に_

面

し

ゼ
-'
:
;
;そ
.の
_

妒
が
增
火
レ
往
く
の
に
直
两
し
た
宗.
 

,

敎
^

ブ
オ
ロ
ォ
グ
が
、
尙
も
傳
來
的.の
走
配
的
姻
位̂
.維
掛
ぜ
ん
が
释
奴
に
、
そ1>
'
'
:で
ま
贫
そ
：
.の
勢
ガ
ぞ
擴
張̂;
.ん
抓
,

か
_巧
 

階
规
の
要
オ
に1.
1>
-
て
^

#'
-
な
'る
限
.り
の
霞
取
5:
:

そ
0:
'

敎
蕾
め
上
ぬ
行
つ
於
と
見
る.べ
き
1も
0:
.で
>̂
;
-
ら
5-
:

0
'若
し
，こ
の
.ブ
.
.ル
ジ
：ョ
ア
ジ 

•

ィ
が
無
|

せ
$

れ
得
る
程
0

勢
ガ
_

有

む

_

レ

靡

あ

荔

然
.る

,^
そ
.の
實
勢
カ
は
到
勝
こ
れ
^
舰
-1
や
る
こ
ど
を
許
さ
ぬ
と
こ
ろ
の
遊
於
欠
故
る
も
の
で
あ
つ
.た
0
ぞ
如
故
に
；

U

そ
、
敎
義Q

一
 

部
變
容
に
ょ
つ
て
#

等
を
受
容
す
を
こ
と
は
、
新
敎
6:
#

_
と
紀
瞅
は
ず
そ
の
.い
チ
れ
に
於
い
亡
も
遂
行
ざ
れ
だ
の
で
ざ
0
た(

3〕

0
:

こ
の
こ
士
が

W

#
の
經
濟
偷
理
.の
值
俗
化
衝
働
.の
傲
源
で
耖
つ
ぞ 

'そ
れ
は
す
'ベ
.で
(O
'
_
會
が
#

面
叱
祭
な
ら
ぬ
間
題
で
あ
つ
た

-の
で
，あ

る.0
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ま

系

に

、

：
こ
，
こ
：
.

に
本
稿
.の
最
初
に
揭
げ
た
と
ご
ろ.の
、
：行
動
の
第
1

伊̂
な
^
暴

扉

の

，
宗

敎

思

潮

上

に

發

'

る
具
體
^

る

。
：
ま

：た

じ

：
こ

に

こ

そ

-

V
オ
“一

ィ

が

英

吉

抓

S

於

は
.る
新
琴
特
に
ビ
-^
.ゥ
y

自
體
が
3
そ
"翁
期
の
へ
形
態
と
後
期
の
そ
れ 

と
決
し
で
同1

で
な
い
こ
'ど
^
論
證
し
た
功
績
が
顯
は
ー
に
さ
れ
る
&
'で
ぁ
る
;0
:
と
の
&.
电
は
ネ
：エ
デ
：ル
ラ
シ
ト
'
，

ヵ
：
ル
、
ヴ

：
ィ
¥

於
^
:̂
;
も
眞
歡
マ
ぁ
0
た
',
0
郎
ち
大
約
十
.七
世
紀
中
葉
^

で

ぼ

、
バ

ザ

ン

っ

ス

爸

另

ふ

如

$

'說
く 

i

s

^

u
か
故
か
っ
た
。
も
し
：て
そ
の
後•に

於

い

で

：
、
ぎ

の

敎

義

は

^

 

P

で
^

つ 

矣

4

〕

デ

.を

れ

故

：
に
、

ネ

エ

^

ル
：ラ
；ン
ト_
.
:
^

ゐ

る
0 :

:

で

敉

犮

け

れ

左

、
へ
.
こ

れ

は

後

者

(0
麻

办

.
に

骱

蒸
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